
プロフェッショナルを目指す者（一段階目の試験合格者）

フルスペックでない
会計のプロフェッショナル

フルスペックの
公認会計士

実務経験
（監査業界であれ、非監査業界であれ、

例えば３年）

二段階目の試験合格

追加の実務経験

（非監査業界の場合等）

実務補習
監査実務と税実務に特化

（監査業界の実務経験がない者は、
より多くの監査実務の

単位数が必要）

修了考査合格

（合格率を70％より引き下げ、

結果的に合格者数が減少）

会計のプロフェッショナル
のためのＣＰＥ

監査証明業務以外の
業務のためのＣＰＥ

資格の取得・維持の要件について（たたき台）

＋ ＋

監査証明業務
のためのＣＰＥ

資料５


